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Profile

近
年
、
人
口
構
造
の
変
化
や
気
候
変
動
等
の
多

様
な
要
因
が
河
川
流
域
の
水
循
環
に
変
化
を
生
じ

さ
せ
、
更
に
深
刻
な
水
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
徳
島
県
で
は
２
０
１
６
年

に「
徳
島
県
治
水
及
び
利
水
等
流
域
に
お
け
る
水

管
理
条
例
」を
制
定
、
ま
た
こ
の
条
例
に
基
づ
き

「
と
く
し
ま
流
域
水
管
理
計
画
」を
２
０
１
８
年
に

策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
県
民
総
ぐ
る
み

で
取
り
組
む
た
め
に
、
協
議
会
、
委
員
会
、
懇
談

会
な
ど
多
様
な
会
議
体
か
ら
な
る「
未
来
へ
紡
ぐ

Ｏ
Ｕ
Ｒ（
あ
わ
）の
水
会
議
」を
設
置
し
、
県
民
、
事

業
者
、
教
育
機
関
、
行
政
等
の
多
様
な
主
体
が
メ

ン
バ
ー
と
な
り
、
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
様
な
主
体
と
連
携
し
た
取
組
を
推
進

す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
既
存
の

制
度
や
施
策
も
活
用
し
、
地
域
の
特
徴
を
生
か
し

た
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

徳島県
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治
水
の
上
に
利
水
が
成
り
立
つ

徳
島
県
の
吉
野
川
流
域
で
は
、
豊
か
な

水
と
流
域
一
帯
の
肥
沃
な
土
壌
が
阿
波
藍

を
は
じ
め
と
す
る
文
化
を
は
ぐ
く
ん
で
き

た
も
の
の
、
古
く
か
ら
浸
水
被
害
に
も
苦

し
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
那
賀
川
流
域
で

も
、
洪
水
や
渇
水
に
長
年
に
わ
た
っ
て
見

舞
わ
れ
、
水
に
関
わ
る
労
苦
の
歴
史
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
で
は
、
人
口
構
造
の
変
化
、

地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
な
ど
に
よ

り
、
更
に
深
刻
な
洪
水
や
渇
水
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
水
問
題
は
、
新
し
い

局
面
を
迎
え
て
お
り
、
新
た
な
次
元
の
水

管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、「
治
水

の
上
に
利
水
が
成
り
立
つ
」と
の
考
え

の
下
、
英
知
を
結
集
し
た
総
合
的
な
水

管
理
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
た
め
、

２
０
１
６
年
に「
徳
島
県
治
水
及
び
利
水

等
流
域
に
お
け
る
水
管
理
条
例
」が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

「
と
く
し
ま
流
域
水
管
理
計
画
」は
、
同

条
例
に
基
づ
き
、
流
域
に
お
け
る
水
管
理

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た

め
、
県
民
、
事
業
者
、
教
育
機
関
、
学
識

経
験
者
や
行
政
機
関
等
と
連
携
し
て
、
流

域
の
自
然
的
、
歴
史
的
、
社
会
的
、
文
化

的
な
特
性
を
重
視
し
つ
つ
、
県
下
全
域
に

お
け
る
水
管
理
に
関
す
る
計
画
と
し
て

２
０
１
８
年
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

流
域
全
体
を
包
括
し
た
新
次
元
の
水
管
理

水
管
理
計
画
で
は
、
歴
史
を
踏
ま
え
て
、

目
指
す
べ
き
流
域
の
将
来
像
を「
永
久（
と

わ
）に
続
く
、
夢
と
希
望
が
膨
ら
む『
Ｏ
Ｕ

Ｒ（
あ
わ
）の
水
』社
会
」と
し
、
こ
れ
を
実

現
す
る
た
め
、
条
例
で
定
め
た
治
水
、
利

水
、
水
循
環
及
び
環
境
、
災
害
対
応
、
水

教
育
の
５
つ
の
柱
ご
と
に
様
々
な
施
策
を

流
域
水
管
理
プ
ラ
ン
と
し
て
と
り
ま
と
め

て
い
ま
す
。

水
管
理
の
視
点
と
し
て
は
、「
ま
ち
を

創
る
」、「
人
を
育
て
る
」、「
活
力
を
生
み

出
す
」の
３
つ
の
視
点
を
持
っ
て
、「
新
次

元
の
水
管
理
」を
展
開
す
る
こ
と
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

施
策
を
展
開
し
、
将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
に
、「
県
民
総
ぐ
る
み
」で
取
り
組
む

推
進
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
心
と
な
る
の
が
、「
未
来
へ
紡
ぐ
Ｏ
Ｕ

Ｒ（
あ
わ
）の
水
会
議
」で
、
県
民
、
事
業

者
、
教
育
機
関
、
行
政
等
の
多
様
な
主
体

が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
連
携
強
化
を
図
っ

て
い
く
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
議

は
、
協
議
会
、
委
員
会
、
懇
談
会
な
ど
、
多

様
な
会
議
体
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
も
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
様
な
主
体
と
連
携
し
た
取
組

を
推
進
す
る
た
め
、
リ
バ
ー
ア
ド
プ
ト
制

度
、
か
わ
普
請
、
と
く
し
ま
協
働
の
森
づ

く
り
事
業
な
ど
、
徳
島
県
に
お
け
る
既
存

の
制
度
も
上
手
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

利
水
サ
ポ
ー
ト
団
体
認
定
制
度
な
ど
新
し

い
取
組
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今も残る洪水時の避難用の上げ舟
「とくしま流域水管理計画」の５つの将来目標の実現に
向けた対応策を「流域水管理プラン」として推進

こ
れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000

「
と
く
し
ま
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
」�

発
足

2009.6

「
か
わ
普
請
事
業
」�

発
足

2011

「
と
く
し
ま
流
域
水
管
理
計
画
」�

策
定

2017.10

「
徳
島
県
治
水
及
び
利
水
等
流
域
に

お
け
る
水
管
理
条
例
」�

制
定

2016.12

「
徳
島
県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条
例
」

「
徳
島
県
食
料
・
農
林
水
産
業
・
農
山
漁

村
基
本
条
例
」

2009.4

「
徳
島
Ｏ
Ｕ
Ｒ
リ
バ
ー
ア
ド
プ
ト
事
業
」�

発
足

2001.9
「
利
水
サ
ポ
ー
ト
団
体
認
定
制
度
」�

発
足

2017.7

「
未
来
へ
紡
ぐ
Ｏ
Ｕ
Ｒ（
あ
わ
）の
水
会
議
」�

設
立

2017.12



542　多様な主体による連携体制の事例紹介

流
域
水
管
理
条
例
で
基
本

理
念
を
共
有

「鍵」
その1

　
　

「
徳
島
県
治
水
及
び
利
水
等
流
域
に
お

け
る
水
管
理
条
例
」で
は
次
の
3
つ
の
基

本
理
念
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
県
民
の
安
全
・
安
心
が
確
保
で
き
る
強

靭
な
県
土
づ
く
り

●
治
水
対
策
を
最
優
先
と
し
、
県
民
が
健

全
な
水
循
環
の
恩
恵
を
最
大
限
に
享
受

で
き
る
社
会
づ
く
り

●
水
教
育
を
推
進
し
、
流
域
全
体
で
総
合

的
か
つ
一
体
的
に
取
り
組
む
水
管
理

ま
た
、
基
本
理
念
に
則
っ
た
県
民
、
用

水
利
用
者
及
び
水
利
使
用
者
の
役
割
や

県
の
責
務
を
定
め
る
と
と
も
に
、
知
事
は
、

流
域
に
お
け
る
水
管
理
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
県
全
域
及
び
規

則
で
定
め
る
流
域
ご
と
に
流
域
水
管
理
計

画
を
県
民
、
学
識
経
験
者
、
関
係
行
政
機

関
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ

定
め
る
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
6
月
5
日
を「
徳
島
県
水
防
の
日
」

と
す
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
て
推
進
す
る

施
策
は
、治
水
、利
水
、水
循
環
及
び
環
境
、

災
害
対
応
、
水
教
育
の
5
つ
の
柱
で
構
成

さ
れ
、
次
の
と
お
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
生
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
た
事

前
防
災
・
減
災
対
策

●
戦
略
的
な
水
利
用
及
び
異
常
渇
水
へ
の

事
前
対
策

●
健
全
な
水
循
環
と
多
様
な
生
態
系
の
保

全
・
回
復
の
も
と
で
の
流
域
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り

●
あ
ら
ゆ
る
災
害
を
想
定
し
て
強
靭
な
県

土
づ
く
り
に
よ
る
防
災
能
力
の
向
上

●
治
水
・
利
水
の
歴
史
や
水
循
環
の
重
要

性
等
に
関
す
る
水
教
育
の
推
進

こ
れ
ら
は
、
県
が
目
指
す
新
次
元
の
水

管
理
の
羅
針
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

森
づ
く
り
か
ら
水
を
守
る

﹁
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
﹂

「鍵」
その2徳

島
県
で
は「
徳
島
県
地
球
温
暖
化
対

策
推
進
条
例
」（
現
在
は
、「
徳
島
県
脱
炭

素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
気
候
変
動
対

策
推
進
条
例
」）と「
徳
島
県
食
料
・
農

林
水
産
業
・
農
山
漁
村
基
本
条
例
」が

２
０
０
９
年
４
月
に
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に

伴
う
森
林
・
林
業
部
門
で
の
取
組
と
し

て
２
０
０
９
年
６
月
よ
り「
と
く
し
ま
協

働
の
森
づ
く
り
事
業
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
高
い
環
境
意
識
を
持
つ
企
業
や
団

体
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
に
基
づ

き
県
内
の
未
整
備
森
林
の
整
備
に
必
要
な

経
費
の
一
部
を「
緑
の
募
金（
使
途
限
定
募

金
）」と
し
て
負
担
し
て
い
ま
す
。

降
水
を
貯
留
し
、
河
川
へ
流
れ
込
む
水

の
量
を
平
準
化
・
安
定
化
す
る
か
ん
養
機

能
を
有
す
る
森
林
の
面
積
が
、
徳
島
県
で

は
79
％
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
豊

か
な
森
林
を
回
復
・
維
持
す
る
継
続
的
な

活
動
に
よ
り
、
か
ん
養
機
能
の
保
全
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
協
働
の
森
づ
く

り
事
業
は
、「
と
く
し
ま
流
域
水
管
理
計

画
」に
お
け
る
水
の
か
ん
養
機
能
の
維
持
・

向
上
に
向
け
た
施
策
と
し
て
も
位
置
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
企
業
や
一
般
の
家
庭
か
ら
排
出

す
る
二
酸
化
炭
素
の
う
ち
、
自
身
で
削
除

で
き
な
い
部
分
を
間
伐
や
植
林
な
ど
の
森

林
整
備
に
よ
り
埋
め
合
わ
せ
る「
カ
ー
ボ

ン
オ
フ
セ
ッ
ト
」の
仕
組
が
モ
デ
ル
的
に

組
み
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
森

づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
が
、
地
域
交
流
の
場
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年

２
月
時
点
で
は
、
１
５
８
の
企
業
・
団
体

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

「徳島県治水及び利水等流域における水管理
条例」の施行を記念し開催されたフォーラム
のパンフレット

「とくしま協働の森づくり事業」の紹介パンフレット
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リ
バ
ー
ア
ド
プ
ト
制
度
で

川
づ
く
り
の
担
い
手
を
応
援

「鍵」
その3徳

島
O
U
R
リ
バ
ー
ア
ド
プ
ト
事
業
は
、

徳
島
県
が
管
理
し
て
い
る
河
川
を
対
象

に
、
企
業
・
団
体
が
清
掃
美
化
活
動
を
行

う
制
度
で
す
。
活
動
は
延
長
1
0
0
メ
ー

ト
ル
以
上
、
年
3
回
以
上
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
参
加
す
る
と
、
対
象
区

間
に
各
団
体
の
名
称
を
表
示
す
る
サ
イ
ン

ボ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
、
ゴ
ミ
袋
等
が
提
供

さ
れ
ま
す
。

制
度
は
、
2
0
0
1
年
に
ス
タ
ー
ト

し
、
発
足
時
の
参
加
団
体
数
は
11
、
登
録

人
員
は
8
3
2
人
、
ア
ド
プ
ト
の
距
離
は

39
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
し
た
が
、
2
0
1
8

年
度
の
参
加
団
体
数
は
72
、
登
録
人
員
は

3
3
1
0
人
、
ア
ド
プ
ト
の
距
離
は
95
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
清
掃
活
動
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
、

住
民
に
よ
る
地
域
の
た
め
の
河
川
環
境
づ

く
り
が
で
き
る
か
わ
普
請
事
業
の
取
組
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

節
水
・
渇
水
対
策
の
担
い
手
を
支
援

﹁
利
水
サ
ポ
ー
ト
団
体
認
定
制
度
﹂

「鍵」
その4利

水
サ
ポ
ー
ト
団
体
は「
徳
島
県
治
水

及
び
利
水
等
流
域
に
お
け
る
水
管
理
条

例
」で
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
国
や
県
等

と
連
携
し
て
、
節
水
や
渇
水
対
策
の
推
進

に
取
り
組
む
企
業
や
学
校
等
の
団
体
で
す
。

各
団
体
は
、
次
の
よ
う
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

●
国
、
県
及
び
市
町
村
が
取
り
組
む
節
水

及
び
渇
水
対
策
へ
の
協
力

●
節
水
及
び
渇
水
対
策
に
必
要
な
器
具
、

資
材
又
は
設
備
の
保
管
及
び
提
供

●
節
水
、
渇
水
対
策
及
び
再
生
水
等
の
利

用
に
関
す
る
情
報
又
は
資
料
の
収
集
及

び
提
供
、
調
査
研
究
並
び
に
知
識
の
普

及
啓
発

2
0
1
9
年
12
月
時
点
の
利
水
サ
ポ
ー

ト
団
体
数
は
9
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

活動の�
効　果

水
管
理
に
お
け
る

将
来
の
展
望

「
と
く
し
ま
流
域
水
管
理
計
画
」で
は
、

「
徳
島
県
の
人
と
水
と
の
関
わ
り
と
歴
史
」

と「
水
管
理
に
お
け
る
現
状
と
課
題
」を
踏

ま
え
、
徳
島
県
が
目
指
す
べ
き
流
域
の
将

来
像
を
、「
永
久（
と
わ
）に
続
く
、
夢
と
希

望
が
膨
ら
む『
O
U
R
（
あ
わ
）の
水
』社

会
」と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水
管
理
計
画

は
2
0
1
8
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
ば
か

り
で
す
が
、
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
実
現

す
る
た
め
、
条
例
で
定
め
た「
治
水
」、「
利

水
」、「
水
循
環
及
び
環
境
」、「
災
害
対
応
」、

「
水
教
育
」の
5
つ
の
柱
毎
に
具
体
的
な
将

来
像
を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
像
に
向

け
て
実
施
す
る
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、2
0
1
5
年
9
月
に
S
D
G
s（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）が
国
連
で
採
択
さ

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
施
策
の
推
進
に
よ

り
、
S
D
G
s
の
目
標
達
成
に
近
づ
く
と

と
も
に
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
も

寄
与
し
て
い
く
こ
と
が
取
組
の
効
果
と
し

て
期
待
さ
れ
ま
す
。

リバーアドプト制度の仕組

「とくしま流域水管理計画」の将来展望

利水サポート団体認定制度の仕組


